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【令和３年度 南薩支部研修】



感染症対策のため、当面の南薩支部研修は
オンライン研修となります。ご理解をお願いします

会場での研修はどうしても密になるため、当面はオン
ライン研修に慣れるつもりで前向きに考えてください。

ご理解ください！



ＺＯＯＭ？ ＷＥＢ会議システムって？？
（音声・ビデオ通話）

・インターネットを使って、音声や画像を共有し、リアルタイ
ム（双方向）でコミュニケーションが取れる仕組み。インター
ネットに接続されていれば、ＰＣ・スマホ・タブレットなど、
デバイズを問わず、「いつでも、どこでも」使用することがで
きる。

・Ｓｋｙｐｅ ・ＬＩＮＥ ・Ｇｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ

・Microsoft Teams 等

私たちはＺＯＯＭを使用していきます(法定研修でも使用のため)

【ＺＯＯＭの主な特徴】

・連絡先やメールアドレス等の交換が不要

・ＺＯＯＭミーチィングＩＤ・パスコードで参加可能

・安定した動作環境（LAN環境を推奨）



参加に際して、下記のことにご協力ください。

１ ご自身の名前を変更してください。

①下部コントロールバーの“参加者”をクリック

してください。

②画面右上“参加者”から

“ご本人の名前”→“詳細”→

“名前の変更”をクリックして

ください。

③“新規スクリーンネームを入力してください”

(例) 山田太郎 と入力し“OK”をクリック

してください。

※名前を入力してください。

●ｚｏｏｍ操作の参加上の注意事項



2 ご自身の映像（下部コントロールバー“ビデオ”）は、
下記の状態にしてください。

映像がでていない 映像がでている

●ｚｏｏｍ操作の注意事項



３ 音声（下部コントロールバーの“ミュート”）は、
下記の状態にしてください。

①発言をしない場合 ②発言をする場合

４ 下部コントロールバーの“画面の共有”を操作しない
でください。



5 画面右上部の“表示”は、“スピーカービュー”にして
ください。

６ 『質問』のある方は、画面下部の“リアクション”の
“手を挙げる”をクリックしてください。



７ “チャット”での双方（事務局及び参加者）間の連絡

連絡などにつきまして、“チャット”を活用しますので、

都度の確認をお願いします。

⑴事務局からの“名前の変更”、“ミュート及びミュート解除”、

“ビデオの停止及びビデオの開始”の依頼

⑵参加者からの問い合わせ

（操作手順）

①下部コントロールバーの“チャット”をクリックする。

②上記(2)の場合

ｱ “送信先”の選択

ｲ “メーッセージ”を入力してください。

ｲ

ｱ



チャット機能について

・パソコンの「ＥＮＴＥＲ」ボタンを押すと送信

される。

・宛先に「全員」を選択すると、参加者全員へ送信

・送信したい人を個別に選択し、個人宛に送信す

ることも可能

＊チャットで送った内容は基本的に削除できま

せん

＊全員と個人には注意

＊ファイルの送信も可能



注意事項

１．原則としてZOOMの音声は配信用パソコン以外はミュートに
すること。またＰＣ側の接続は原則ＵＳＢが望ましい。

２．可能な限り会場音響を優先して使用すること。
スピーカーフォン＋マイクではハウリングのリスクは0％では
ない。

３．研修中は配信用パソコンで他のアプリケーションの起動は
極力行わずにＰＣの負荷を軽減する。セキュリティソフト等の
必須アプリをのぞき、可能な限りZOOMのみの使用に留める。

４．Wi-Fiでの使用はタイムラグの発生を起こすので極力有線
ＬＡＮの使用を優先する。

５．カメラ操作はゆっくりと。急なアングル変更は参加者にとって
はストレスになる。



○コロナ禍で介護支援専門員業務
にどんな影響がありましたか？



CMサポートを考えると地域包括支援センターの「包括的・継
続的ケアマネジメント」での支援が主体ですが、他の事業所
の主任CMや経験のあるCMのサポートも必要だと考えます

【主任の役割】
①他のCMへの適切な指導・助言

②事業所の人材育成・業務管理

③地域包括ケアシステム構築のための必要な情報収集・発信

④事業所・職種間の調整を行い、地域課題を把握

⑤地域に必要な社会資源の開発・ネットワークの構築

⑥CMが直面する問題や地域包括ケアシステム構築上の課題把握

【指導・助言のポイント】
①ケアマネジメントの対象となっている利用者の自立支援を目指す

②ケアマネジメントプロセスの基本を踏まえる

③個々のCMのケアマネジメント力のスキルアップ、育成をねらいとする

④ケアプランチェック、問題点の指摘に止まらないよう留意し、課題解決
の糸口を見出す



居宅介護支援事業所における業務の実態（１）



居宅介護支援事業所における業務の実態（２）



居宅介護支援事業所における業務の実態（３）



介護支援専門員の人材育成の現状と課題



ＯＪＴの機会



ＯＪＴ担当者に求められる「力」

①スタッフの現状能力を評価するための「アセスメン

ト力」

②スタッフの考えや現状を理解するための「聴く力」

③スタッフが理解できる

ように説明する「伝え

る力」

④スタッフの思いや悩みを

理解する「共感力」



ＯＪＴ担当者に求められる「役割」

①スタッフの現在の能力と課題の把握

②育成計画の作成・立案

③育成計画の実行

④進捗状況の確認、再評価



ＯＪＴに関する援助方法

【①スーパービジョン機能】



【②ティーチングとコーチング】



【ティーチングとコーチング手法の対象イメージ】



今後も事業所や地域で共に学んできましょう！

・学習に事例を取り入れることで、計画の立案
や社会資源の活用を含めた利用者支援のための
スキルアップにつながります。また、対人援助
職の成長・教育の手段として、有効な機会とな
ります。

・事例を活用することは事例検討会もスーパー
ビジョンも同じです。事例検討会は事例の見方
や対応方法の検討が目的となり、事例そのもの
に焦点を当てます。一方、スーパービジョンは
スーパーバイジーの成長に焦点を当てます。



・一般社団法人日本介護支援専門員協会『居宅介護支援事

業所におけるケアマネジメント機能向上に資するＯＪＴの手引

き』 2020
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